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市
政
論
研
究
の
嚢
展
と
其
の
文
献
に
つ
い
て
（
中
）

島

懸

久

．一編

聞

（561）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
千
九
百
年
代
に
入
る
に
及
ん
で
、
市
政
の
研
究
が
急
速
の
稜
展
を
見
る
に
至
つ
距
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
之
の
事

惰
は
前
世
紀
の
最
後
の
四
牛
世
紀
に
於
け
る
都
市
問
題
の
著
し
い
生
起
に
よ
る
も
の
と
云
へ
や
う
・
實
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
昌
ヤ
穴
學
教

授
ダ
o触
・
ぎ
奮
氏
の
言
の
如
く
、
ア
メ
リ
カ
政
治
制
度
の
史
家
は
＋
九
世
紀
の
最
後
の
二
＋
五
年
を
目
し
て
、
市
政
賓
験
の
時
期
と
指

稻
す
る
こ
と
が
幽
來
る
の
で
あ
る
。
（
同
教
授
評
害
冨
諺
亀
9
著
O
o
毒
霧
馨
葺
ぎ
暮
身
象
§
参
照
）

　
し
か
の
み
な
ら
す
、
之
の
期
間
は
亦
、
各
州
に
於
け
る
市
制
の
研
究
な
ら
び
に
各
都
市
個
々
の
市
史
編
纂
の
旺
盛
に
行
は
れ
た
時
で

あ
つ
た
。
面
し
て
之
等
の
研
究
に
最
も
貢
獣
し
た
の
は
ジ
暫
ン
ス
。
ホ
プ
キ
ン
ス
大
學
で
あ
ら
う
o
即
ち
這
殻
の
研
究
で
同
大
畢
の
政

治
醸
の
史
學
研
究
に
採
鋒
上
搾
せ
ら
れ
た
も
の
は
頗
る
多
い
。
左
に
揚
げ
る
は
其
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
市
甲
政
盤
甲
孫
究
の
路
瓢
展
建
茸
一
の
血
叉
瞼
伊
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



（あ62）

　
　
　
　
市
欧
盤
冠
罰
劣
の
徳
“
展
ε
其
の
（
叉
疏
に
ワ
い
て

切
窪
凶
の
り
国
．
毛
．
・
び
0
8
一
〇
〇
く
〇
一
3
ヨ
〇
三
ぎ
鼠
簡
O
観
鵯
ロ
騨
ロ
含
乞
O
昌
ザ
妻
窃
縛
（
一
Q
o
Q
o
騎
）

｝Oげ

藍
ε
♂
〉
．
↓
ゲ
O
O
8
窪
捷
O
h
”
乞
O
（
目
旨
o
q
冨
目
伽
o駐
富
霊
（
一
〇◎
◎◎
N
）

ω
げ
”
毒
嘘
＞
・
ド
邑
O
O
〈
0
馨
6
馨
一
β
一
躍
ぎ
O
齢
（
一
〇〇
〇●
い
）

鷺
騨
6
ざ
匂
。
一
鼻
帥
葺
畠
O
壁
一
籾
の
o
q
一
ロ
5
『
o
q
O
『
騨
毛
窃
霊
】
β
㎝
雷
霊
（
一
ω
Go
U
）

頃
σ
箒
窪
り
｝
●
〉
●
O
津
鰭
O
輪
箋
毬
『
甘
o
q
ε
5
（
一
〇〇
m
南
）

≦
欝
9
ヨ
リ
ピ
！
毛
。
卜
鼠
一
諾
鑑
言
菖
0
5
肋
O
h
言
貧
｝
鐸
謬
島
（
一
m
o◎
“
）

図”
Oq
一〇

吃
潮
’
く
嘗
騎
ぎ
審
い
O
n
島
ぎ
φ
謡
霊
菖
O
β
亀
陰
（
一
〇〇
〇〇
轟
）

r
貯
露
ぢ
O
擁
9
0
●
属
・
↓
げ
O
↓
O
薮
盤
繋
β
ユ
O
一
4
0
0
5
馨
目
O
留
一
〇
吟
2
⇔
棄
＝
脚
ぎ
診
（
麟
ω
笛
凱
）

国
餐
β
寧
ド
ご
β
言
げ
く
譜
『
鱗
φ
O
O
彗
ヨ
β
露
鶴
＄
0
6
窪
O
鵠
β
ユ
呂
5
（
一
〇〇
◎◎
U
）

朝
0
鴇
寝
・
≦
。
遇
●
↓
O
望
β
O
O
〈
惣
β
琶
O
目
θ
置
男
げ
O
伽
O
一
匹
跨
コ
◎
（
一
G
o
G
◎
頓
）

誠
〇
一
〇
〇
窮
ダ
毛
●
ツ
リ
O
昌
儲
覧
く
卸
三
や
頃
O
月
O
信
磯
ザ
の
（
一
〇〇
〇〇
鵬
）

〉
ら
”
B
o
陸
堕
躍
●
厨
・
く
祷
鼠
o
q
6
0
0
召
ヨ
麟
且
塗
霧
O
h
O
餌
℃
O
＞
5
昌
講
5
降
肋
塾
の
B
（
一
Qo
◎◎
U
）

　
廓
漏
o
q
¢
9
、
》
竃
・
ρ
蔓
O
o
ぎ
ヨ
冒
O
暮
又
国
o
玲
O
β
（
一
〇〇
〇〇
特
）

　
》
”
傷
饗
毛
o
陰
、
O
，
竃
。
拶
ぞ
窪
↓
o
唱
塁
O
｛
O
o
β
5
8
ユ
∩
暮
（
一
〇〇
〇Q
O
）

　
誠
O
毛
ρ
ξ
，
≦
’
駕
躍
菖
9
噂
巴
寓
厨
ε
藁
鑑
2
0
零
O
昌
建
ま
（
一
〇〇
的
や
）

　
翼
○
蓬
ゆ
勝
’
牌
o
磨
鼠
げ
匡
豊
彗
0
馨
9
置
昌
菖
鑑
噂
菖
O
O
ぎ
醤
運
窪
齢
ぼ
◎駐
”
β
靖
量
β
菖
逡
O
（
一
欝
偽
鴇
）

癩
．
右
の
匠
か
千
八
百
年
代
に
嚢
表
せ
ら
れ
た
も
の
に
は

一
六
八



（、騰）

o陰
謬o

メ
罵
・
9
Ω
ぐ
O
o
器
馨
ゆ
算
亀
on
紳
●
［
o
島
（
一
〇。
oo
鷲
）

O
冨
》
冨
・
｝
・
毛
．
男
。
嘱
『
冨
o
ロ
夢
o
O
o
ぎ
む
旨
o
暮
o
塙
鼠
毒
一
9
冨
犀
凶
窪
肋
農
騎
8
仲
a
ξ
o
壱
o
証
g
8
（
一
〇〇
鵠
）

　
頴
蜜
｝
匂
・
国
碇
8
昌
9
∩
寓
B
o
q
o
（
一
〇〇
ゆ
凱
）

昌
g
§
為
も
お
尊
o
竃
舅
屋
臣
冒
匿
膏
§
（
一
。
・
δ

　
ぎ
ダ
鼠
・
｝
・
国
擢
o
逡
o
馬
跨
0
9
ぐ
o
噛
客
o
項
＜
o
詩
（
一
〇〇
〇
〇
）

（
置
8
き
ご
・
切
・
竃
鍔
三
9
冨
一
〇
〇
ぎ
旨
巨
o
づ
け
ぎ
竃
旨
鼠
磯
舞
”
ロ
伽
O
置
o
（
一
〇〇
℃
O
）

　
男
o
頃
の
鐸
『
髭
罐
言
昌
⇔
弓
o
≦
器
o
｛
鷺
o
老
国
5
魅
鎧
ユ
（
一
〇〇
◎
oo
）

　
oo
箋
”
ぎ
㌍
ω
・
鼻
寓
β
ゑ
o
弓
匙
松
算
o
還
o
馬
6
鼠
6
轟
o
（
一
〇。
O
oo
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
裂
琴
匿
0
5
男
・
男
・
＝
甘
3
昌
竃
O
O
ぎ
饗
ヨ
o
翼
o
楠
O
坤
蔓
亀
”
幽
魯
目
g
ユ
（
冨
O
O
）

等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
ア
ル
バ
婁
ト
．
シ
ヨ
ウ
、
フ
ラ
ン
ク
9
ジ
層
ン
ソ
ン
・
グ
ッ
ド
ナ
ウ
、
下
ル
マ
ン
・
ブ
リ
ヂ
マ
ン
．
イ
篭
》
ン
三
氏
に
つ
い
で
市
政
論
史
上

に
忘
る
ぺ
か
ら
ざ
る
名
前
は
エ
ル
∂
エ
ス
・
ロ
r
博
士
、
エ
ッ
チ
・
イ
。
デ
ミ
ン
グ
氏
、
デ
ぞ
・
エ
フ
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
鱒
士
、
ッ
4
。
ア

ル
。
ウ
，
ド
ラ
フ
氏
等
で
あ
ら
う
o

　
r
9り
・
”
o
類
の
博
士
は
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
昌
ア
大
學
に
於
て
政
治
學
の
講
座
を
搬
任
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
其
の
　
評
o
巨
o
壽
9
段
蔓

O
。
毒
葺
蓉
馨
（
這
8
）
は
都
市
獲
展
の
原
理
を
分
析
せ
ん
と
す
る
目
的
を
以
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
は
現
在
O
市
政

概
論
の
含
む
凡
て
の
問
題
に
わ
た
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
縄
然
た
る
市
政
の
研
究
と
云
ふ
よ
O
も
敢
會
華
的

　
　
　
　
　
癒
験
養
窃
詫
の
蛮
艮
虐
其
の
丈
獣
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



（駅躍ノ

　
　
　
　
　
毒
敏
働
研
鑑
の
装
展
ε
其
の
女
猷
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

關
心
の
多
分
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
著
作
で
あ
る
。
な
ほ
同
氏
が
千
八
百
九
＋
七
年
、
ル
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
に
開
催
せ
ら
れ
た
全
國
市
政
聯
盟

（
2
蝕
睾
蔦
寓
琶
窪
冨
一
ピ
臼
o
q
蓼
）
の
年
次
大
會
に
於
て
、
市
政
改
革
案
起
草
の
特
別
委
員
會
の
咽
員
で
あ
つ
た
事
は
己
匡
一
言
し
た
G

　
同
じ
く
同
委
員
會
に
紐
育
市
を
代
表
し
て
参
加
せ
る
類
O
翁
8
輿
一
）
。
議
漏
氏
の
目
冨
O
o
ぎ
§
蓑
馨
9
｝
ぢ
践
印
導
Ω
践
窃

（
一
8
◎
）
は
市
政
論
に
於
け
る
名
著
の
一
と
見
ら
る
』
も
の
で
あ
つ
て
、
本
書
は
同
氏
の
云
は
る
』
通
り
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
市
被
の

腐
敗
は
デ
屯
ク
ラ
シ
竃
原
理
の
欠
陥
を
實
詮
す
る
も
の
と
見
る
可
き
に
非
す
し
て
、
其
の
適
用
に
當
つ
て
の
失
敗
に
鋪
す
ぺ
き
も
の
と

ず
る
立
場
か
ら
著
は
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
二
百
頁
に
過
ぎ
な
い
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
頗
る
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

軍
に
市
政
の
み
な
ら
す
、
一
般
政
治
の
原
則
に
關
す
る
研
究
と
し
て
も
含
蓄
の
多
恥
著
作
で
あ
る
。
附
録
と
し
て
、
全
國
市
政
聯
盟
の

市
政
改
革
要
綱
を
載
せ
て
ゐ
る
o

　
ご
⇔
一
9
・
労
譲
停
舞
氏
は
曾
て
紐
育
市
長
寓
誉
ぽ
一
氏
の
下
に
水
道
・
瓦
斯
。
電
氣
委
員
會
の
委
員
長
と
し
て
活
動
し
た
殿
か
貴
際

の
市
政
に
貢
献
す
る
ζ
と
頗
る
多
ぐ
亦
市
政
の
研
究
家
と
し
て
も
練
蓮
な
學
者
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
氏
の
著
書
Ω
諾
簿
6
憲
9

『
〉
響
2
一
窪
（
這
ε
）
は
千
九
鳶
〇
七
年
、
下
イ
ッ
に
於
て
主
要
な
る
國
家
の
市
政
に
就
い
て
の
論
文
を
輯
め
て
5
焦
霧
弩
夷
一
一
髭

く

舞
毒
一
2
農
呂
茜
鉾
菖
養
菖
8
食
震
聾
鑑
3
の
題
下
に
ω
9
注
幹
窪
蟄
。
＜
巽
鑑
塁
凄
吋
O彪
O
鑑
己
智
ぎ
算
中
に
崩
版
せ
ら
れ
た
る
寄
篇
論

文
を
特
に
米
國
の
讃
者
の
欝
に
書
直
し
て
畿
表
し
た
竜
の
で
あ
る
－
本
書
は
首
府
ワ
シ
ン
ト
ン
を
肇
め
と
し
て
、
騨
；
毒
。
ヨ
馨
ク
、
ウ

カ
ゴ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
7
イ
ア
、
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
、
ポ
ス
ト
ン
の
六
大
部
市
の
市
政
歌
態
を
各
凌
別
個
に
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
雷

時
に
於
け
る
市
政
の
堕
落
を
李
直
に
暴
露
し
以
て
愛
市
心
の
奮
起
を
促
さ
ん
と
す
る
意
圖
を
藏
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
の
監
は
特
に
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
4
ア
に
つ
い
て
著
し
い
。
之
の
こ
と
は
ウ
イ
ル
コ
ッ
ク
ス
氏
の
著
作
に
限
ら
す
．
す
べ
て
同
時
代
の
著
作
ぱ
皆
な
市
政
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

革
逮
成
の
希
望
を
モ
チ
聾
フ
と
し
て
彊
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
毒
政
論
は
決
し
て
研
究
の
霧
の
硯
究
よ
夢
生
ま
れ
た
の
で
は
な
恥
o



　
魯
ハ
に
市
政
改
革
家
の
熱
情
よ
り
生
れ
た
の
で
あ
る
」
同
氏
に
は
本
著
作
の
ほ
か
弓
訂
＞
ヨ
霞
汀
彗
Q
蔓
（
這
宝
）
髭
ぎ
義
冨
一
ギ
鐸
？

　
試
総
（
這
ぢ
）
及
び
市
螢
電
車
そ
の
他
、
各
種
の
公
釜
事
業
に
關
す
る
大
小
数
多
の
研
究
が
あ
る
。

　
　
Ω
ぎ
ε
β
閃
謡
躍
肋
（
o
a
讐
角
氏
は
已
に
述
べ
た
様
に
全
國
市
政
聯
盟
の
書
記
長
で
あ
り
、
同
聯
盟
の
槻
關
雑
誌
乞
甚
O
塁
一
寓
彗
。

　
叢
噂
乞
寄
≦
窪
の
主
筆
を
褻
ね
全
國
市
政
聯
盟
叢
書
2
昌
8
』
蜜
琶
置
冒
一
卜
臼
讐
。
oo
鼠
錺
の
編
輯
を
主
宰
し
て
ゐ
た
市
政
研
究

　
　
の
大
先
建
で
あ
り
、
同
氏
編
纂
の
都
市
委
員
會
政
治
論
（
Ω
蔓
O
o
奉
旨
冒
3
伸
冨
9
醤
鼠
q
陰
・
凶
8
×
這
二
）
は
↓
o
彪
冒
凶
昌
氏
の
都
市
支

　
　
配
人
論
（
↓
言
9
曙
鷺
鎧
譜
2
×
旨
誤
）
）
と
な
ら
ん
で
同
叢
書
中
の
双
壁
で
あ
る
。
ま
た
同
氏
が
前
述
の
市
政
改
革
案
起
草
委
員
禽
の

　
　
委
員
で
あ
っ
之
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
o
因
み
に
同
氏
編
修
の
新
市
政
要
綱
＞
Z
o
ξ
9
ξ
箆
冨
一
ギ
濃
壁
旨
（
娼
這
）
に
は
全
國
市

　
　
政
聯
盟
執
行
委
員
會
議
長
峯
罫
膨
葵
窪
氏
、
同
聯
盟
副
総
裁
に
し
て
警
。
旨
詳
一
§
津
謬
鑑
覧
。
購
の
著
者
覆
畠
繋
伽
q晦
・
9
管
。
。

　
　
氏
、
千
九
百
十
年
よ
り
同
十
五
年
迄
、
同
聯
盟
総
裁
の
地
位
に
あ
つ
た
ミ
・
O
・
男
〇
三
奮
氏
等
の
責
際
家
、
及
び
ハ
箪
ヴ
ァ
ー
ト
大

　
　
學
総
長
に
し
て
米
國
政
治
學
會
の
泰
斗
冨
｛
羅
9
Q
　
ぎ
毒
色
氏
ぱ
じ
め
ウ
ェ
ス
タ
塞
ン
e
リ
ザ
箸
ヴ
大
學
の
政
治
塵
教
授
ン
犀

　
　
崔
貧
象
テ
キ
サ
ス
大
學
政
治
學
敏
授
に
し
て
＞
署
冨
α
口
苗
O
。
お
彗
慧
馨
や
言
彗
蓋
℃
乞
問
彗
隻
o
嘉
等
の
著
書
あ
る
ヌ
ρ

　
　
冨
ぢ
窪
氏
な
ら
び
に
、
譲
昌
夢
β
ぎ
馨
o
菖
寓
β
轟
o
教
授
，
冒
冨
＞
・
男
鋒
冨
教
授
の
寄
稿
諭
文
を
集
録
し
て
ゐ
る
・
し
か
し
て
之

　
　
の
最
後
に
名
を
掲
げ
た
マ
ン
ロ
聾
、
フ
ェ
ア
リ
ー
爾
敷
授
こ
そ
實
に
市
政
論
の
學
的
完
成
者
で
あ
る
こ
と
は
何
人
も
異
議
の
な
い
露
で

　
　
あ
ら
ろ
。
箕
を
云
へ
ぱ
薦
戦
授
以
前
に
於
て
は
市
政
論
は
純
粋
の
學
究
的
封
象
と
云
ふ
よ
め
も
寧
ろ
賓
際
蓮
動
の
理
論
で
あ
つ
た
の
で

　
　
あ
る
o
之
の
童
味
に
於
て
南
教
授
の
著
書
は
市
政
論
史
に
劃
期
的
な
存
在
を
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

醐
多
4
窪
警
喜
》
甕
藻
吉
菱
量
＞
童
蓉
彗
（
塁
濠
続
餐
垂
的
暴
吉
謹
嚢

（　
　
　
　
　
　
　
市
敏
簑
研
擁
の
登
侵
建
其
の
丈
麟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
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轡
Ψ
政
論
研
寛
の
衰
展
電
其
の
丈
臨
肌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨
七
二

た
る
市
政
論
の
最
初
の
文
献
で
あ
る
o
こ
の
こ
と
は
同
教
授
が
其
の
序
文
に
於
て
自
ら
次
の
如
ぐ
云
は
れ
て
ゐ
る
に
徴
し
て
も
知
れ
や

弓
’
o

　
鼠
錫
9
げ
器
ぴ
o
窪
胡
昆
蒋
g
．
o
昌
謡
ユ
o
垢
器
鷺
o
罐
暫
昌
島
噂
N
o
g
o
旨
o
｝
o
h
目
縄
鼠
o
首
塾
銭
g
『
甘
紳
旨
岳
o
斜
讐
島
o幽
o
募
o
び
ユ
無
触
窪
霞
包

o
暮
謹
島
ぎ
3
”
ぎ
即
署
⑦
舞
a
り
・
げ
暮
ぎ
藍
品
試
コ
夏
u
｛
o
㎏
冨
3
℃
躍
げ
一
菖
亀
零
匡
3
。
鎧
。
置
ぎ
ε
ぎ
目
o
器
偉
冨
診
麟

　
冨
算
貯
一
〇
『
睾
色
Ω
ヨ
窪
雷
藁
貯
『
0
9
B
o
具
”
錺
帥
且
o
＆
夢
o
鐘
籔
o
誘
巽
o
島
亭
冨
紳
冨
薗
誘
一
8
＆
且
『
↓
窪
ひ
ひ
言
o
q
o
o
㌦
h
富
讐
o
亭

　
窪
N
｝
≦
ユ
富
鐸
鮫
げ
霧
ご
3
昌
胆
髭
o
窪
o
舞
属
“
5
α
騨
昌
冒
℃
9
β
暮
9
5
沖
瓢
含
建
〇
一
〇
℃
ぎ
嶋
爵
o
島
o陰
o
翫
ψ
ざ
β
鎚
5
侮
旨
8
旨
藁
㌶
φ
鋒
影
φ
段

　
鑑
拶
琴
｛
窪
ε
0
9
0
｛
一
貰
磐
箇
β
伽
冨
3
孟
づ
o
q
豊
磯
鼠
浄
毬
8
●
犀
毛
3
崔
器
o
β
げ
o
竃
薯
o
き
爵
暮
仲
冨
謡
3
0
ざ
霧
留
o
電
8
醤
o
暁
o
樋

　
拶
馨
器
8
暑
器
冨
護
《
。
喪
ま
馨
H
窪
》
器
暴
膏
馨
暫
静
♪
壁
侮
p
二
綾
毬
碧
鐘
。
慧
伸
ぎ
謹
肋
臼
§
畠
o
冒
量
二
ぎ
罰
葺
窪

　
目
榊
犀
島
げ
o
髭
ε
唱
3
鴇
舞
窪
ぎ
｛
o
持
。

　
本
醤
は
四
編
に
分
れ
、
第
網
編
は
市
政
史
の
研
究
に
當
て
、
エ
ヂ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
の
最
古
の
都
市
よ
む
中
糎
都
市
に
及
ぴ
、
次
ψ

で
十
五
世
紀
よ
り
↑
八
世
紀
に
亙
る
欧
洲
大
陸
の
諸
都
市
を
回
顧
し
，
縛
じ
て
英
國
の
自
治
麗
史
の
考
察
に
移
り
、
更
に
合
衆
口
に
於

け
る
市
政
震
蓬
を
慨
親
し
、
猶
、
革
命
以
後
に
於
け
る
佛
國
市
政
史
と
＋
九
世
紀
に
於
サ
る
猫
遙
市
政
史
を
紹
介
せ
る
も
の
で
あ
ゆ
、

一
般
市
政
史
と
し
て
は
、
最
も
簡
明
に
し
て
要
領
を
得
之
も
の
と
言
ふ
ぺ
く
、
市
政
焚
逡
史
の
入
門
書
と
し
て
、
談
者
に
推
奨
し
得
る

も
の
で
あ
る
。

　
第
二
編
は
市
政
活
動
の
題
下
に
五
章
を
設
け
、
公
共
衛
生
及
ぴ
保
安
、
慈
善
事
業
並
に
駐
會
事
業
、
教
育
施
設
　
都
市
改
良
事
業
、

及
び
塞
道
、
電
燈
、
交
悪
等
の
市
彗
事
業
全
般
に
亙
つ
て
、
理
論
的
、
具
薩
的
、
雨
方
面
か
ら
親
切
な
る
解
設
を
魏
へ
て
ゐ
る
。

　
第
三
編
は
鰯
市
財
政
を
主
題
と
し
、
市
費
、
借
款
、
歳
出
入
、
財
務
行
政
を
考
察
し
、
最
後
の
第
四
編
は
市
政
紹
織
論
と
し
て
，
市
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會
、
蜘
市
吏
員
，
市
長
の
三
章
と
市
政
組
織
に
關
す
る
諸
提
案
の
検
討
に
當
て
ゐ
る
。
か
嵩
る
市
政
概
諭
の
愚
裁
と
し
て
は
、
第
一
編
の

次
ぎ
に
第
四
編
を
配
し
肉
家
い
で
第
二
編
，
最
後
に
財
政
編
を
置
く
方
が
適
當
で
あ
り
，
且
つ
現
今
に
於
て
最
も
普
通
の
様
式
で
あ
る

と
思
は
れ
る
が
、
併
し
乍
ら
此
の
髄
裁
の
不
備
は
毫
も
本
書
の
偵
値
を
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
フ
ェ
ア
リ
ー
教
授
の
市
政
諭
に
封
す
る
貢
献
は
声
菅
に
本
著
作
の
み
な
ら
す
、
夙
に
千
八
百
九
十
八
年
、
蜜
躍
鼠
o
な
葛
＞
慶
誘
誌
十

二
月
號
に
言
巷
惹
冨
一
閏
實
昆
o
屋
に
關
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
稜
表
せ
ら
れ
て
よ
り
，
男
o
犀
『
一
〇陰
9
臼
3
ρ
鮭
牌
霞
ぢ
そ
の
ほ
か
に

各
程
の
研
究
を
逐
次
褻
表
せ
ら
れ
、
米
國
市
政
學
界
に
不
動
の
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
同
教
授
が
翠
に
市
政

の
研
究
の
み
な
ら
ナ
、
一
般
政
治
學
に
關
す
る
研
究
に
於
て
も
米
國
一
流
の
學
者
で
あ
る
こ
と
を
附
け
蜘
へ
て
置
か
う
o

　
ミ
・
聾
竃
躍
糞
o
教
投
の
市
政
學
界
に
於
け
る
令
名
は
敢
へ
て
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
教
授
の
本
題
目
に
關
す
る
主
要
な
る
著
作

と
し
て
は
左
に
其
の
書
同
を
数
へ
る
事
が
出
來
る
。

　
↓
馨
O
o
諾
謡
…
8
梓
o
h
国
霞
o
ヌ
鐘
Ω
帥
寡
（
這
8
）

　
↓
ぎ
論
o
ぎ
3
ヨ
o
g
g
＞
目
o
雛
8
昌
9
紳
諺
（
這
お
）

　
竃
鍔
廷
o
首
筥
O
o
ぎ
む
ヨ
g
貯
聾
伽
〉
ユ
ヨ
坤
鼠
韓
壁
畠
o
昌
（
這
蕊
）

　
言
唇
一
9
℃
蔦
＞
島
旨
ぎ
甘
嘗
暮
一
8
（
一
噂
翁
）

　
『
欧
洲
市
政
論
』
は
英
、
佛
，
猫
、
三
國
の
市
政
研
究
で
あ
つ
て
．
附
録
と
し
て
伊
太
利
市
政
に
關
す
る
簡
翠
な
る
紹
介
が
あ
る
。
恐

ら
く
は
、
ア
ル
，
ハ
婁
｝
・
シ
”
ウ
氏
の
『
英
國
に
於
け
る
市
政
』
、
『
ヨ
ー
質
ッ
パ
大
陸
に
於
け
る
市
政
』
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
豪
表

せ
ら
瓢
た
る
研
究
中
、
白
眉
を
以
て
B
す
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
本
書
は
モ
光
百
〇
九
年
に
上
梓
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
．

ヨ
書
ロ
，
パ
市
致
に
實
ら
さ
れ
た
大
愛
改
に
鑑
み
、
千
九
百
二
十
七
年
，
大
訂
正
を
郷
へ
て
補
筆
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し

　
　
　
　
　
　
霞
敦
癖
務
劣
の
嚢
浸
建
其
の
丈
獣
に
つ
ψ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
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市
欲
鋤
硯
劣
の
嚢
農
定
菰
の
丈
献
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

敬
授
が
ナ
チ
政
権
以
後
の
猫
逸
市
政
、
フ
ア
シ
ス
ト
伊
太
利
の
市
政
に
關
し
て
、
垂
教
授
一
流
の
透
徹
犀
利
な
る
桧
討
を
加
へ
以
て
改
訂

の
勢
を
重
ね
ら
る
』
な
ら
ば
皐
會
を
稗
釜
す
る
こ
と
蓋
し
甚
大
で
あ
ら
う
。
猴
、
、
本
著
書
は
倦
尾
に
周
到
な
る
O
考
書
目
を
掲
げ
て
譲

岩
を
便
す
る
こ
と
少
く
な
い
。

『
欺
洲
市
政
論
』
の
姉
妹
篇
を
な
す
『
米
國
市
政
諭
b
は
千
九
百
＋
二
年
に
上
梓
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
数
版
を
重
ね
た
る
後
、
そ

の
第
四
版
（
千
九
百
二
十
六
年
）
は
全
魅
に
亙
つ
て
改
訂
せ
ら
れ
、
叉
．
場
補
せ
ら
れ
て
ゐ
る
略
本
書
は
主
と
し
て
米
國
市
政
の
研
究
を

目
的
と
す
と
難
も
同
時
に
市
政
一
殻
に
亙
る
原
理
を
究
明
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
、
市
政
概
論
の
教
科
書
と
し
で
痘
貫
に
立
派

な
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
嚴
密
に
云
つ
て
市
政
概
論
の
完
成
は
同
教
授
の
『
市
政
及
市
行
政
』
二
雀
に
肇
る
と
云
満
べ
き
で
あ
ら
う
。

淘
に
＊
書
こ
そ
は
『
O
・
q
箸
睾
氏
の
言
の
如
く
（
噂
壁
隻
8
9
言
蓉
義
饗
一
〉
α
菖
島
け
韓
ざ
夢
℃
・
図
）
市
政
概
諭
に
於
け
る
パ
イ

オ
昌
ア
。
テ
ギ
ス
ト
で
あ
る
。
教
授
は
9
ξ
o
q
皇
窪
馨
・
艮
と
9
蔓
＆
ヨ
置
聲
蝕
睾
と
を
匿
罰
し
、
前
者
の
研
究
に
上
巻
を
、
後
者

の
そ
れ
に
下
瑠
を
當
て
ゐ
る
o
上
霧
は
先
づ
都
市
頚
達
の
滑
革
を
論
ず
る
に
初
ま
り
、
市
政
の
法
的
基
礎
、
市
政
に
於
け
る
入
民
の
参

興
の
纏
括
的
題
目
下
に
法
律
的
な
ら
び
に
政
治
的
諸
問
題
を
悉
く
取
め
上
げ
、
最
後
に
市
政
組
織
と
む
て
、
市
會
，
市
長
、
市
委
員
金

髄
、
市
支
配
人
溺
の
順
序
に
解
読
を
加
へ
都
制
の
問
題
に
至
る
。
下
瑠
は
先
づ
行
政
機
箒
の
研
究
に
初
ま
り
、
都
市
計
書
．
公
共
事
業
．

傑
妥
、
衡
生
並
び
に
鮭
倉
事
粟
、
公
盆
企
業
の
順
序
に
都
市
行
政
各
部
門
に
つ
き
詳
細
な
る
読
明
を
與
へ
都
市
財
政
を
以
て
巻
を
諺
る
。

礒
懸
併
せ
て
堂
パ
千
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
り
、
内
容
，
艘
裁
と
も
に
市
政
概
論
の
ス
タ
ン
ダ
膿
ヂ
。
ワ
駐
ク
と
云
ふ
ぺ
董
。
今
後
い
か
な

る
憲
政
概
論
が
出
で
て
も
恐
ら
く
本
書
の
規
定
せ
る
隷
外
に
晩
す
る
こ
と
は
不
可
能
噂
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
獲
．
数
授
が
フ
ェ
ア
サ

塞
嚢
授
と
等
し
く
米
翼
政
治
學
界
の
轡
宿
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
断
わ
る
迄
も
な
い
憾

　
以
ど
・
爾
激
畏
の
碧
書
の
ほ
か
、
市
政
翫
論
或
ひ
は
之
に
近
き
も
の
を
求
む
れ
ば
塾
大
彊
・
弐
ぎ
の
如
き
も
の
が
傘
げ
ら
れ
る
o
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ρ
＞
・
国
o
舞
鳥
・
〉
岩
o
ユ
8
β
9
ぐ
O
o
奉
旨
日
o
馨
（
一
〇
旨
）

O
・
ρ
鷺
”
凶
o
事
0
5
一
ぎ
霧
o
隔
髭
砦
ぱ
な
菖
O
o
く
o
B
召
o
韓
（
ぢ
い
轟
）

塾
　

融
　

”
甕
ぎ
磯
腕
ぎ
竃
置
三
ユ
も
筥
O
O
《
o
躍
ヨ
o
暮
（
一
〇
い
轟
）

鞠
　

ミ
　
　
q
同
げ
”
覧
U
ρ
B
O
Ω
壁
O
｝
（
冒
励
O
）

毛
・
＞
瓢
島
O
誘
0
9
＞
旨
0
鼠
O
鎧
O
一
蔓
O
O
ぐ
霞
昌
ヨ
0
9
（
一
℃
い
U
）

｝
・
箋
ユ
o
q
揮
・
　
o陸
巴
g
鈴
脚
g
島
冒
鵯
一
昌
蜜
高
茗
9
窟
一
評
o
匡
o
目
u
・
（
這
斜
）

≦
。
り
。
∩
や
℃
O
の
℃
目
ザ
o
．
竃
o
ユ
窪
p
O
帥
蔓
”
β
傷
凶
富
O
O
く
O
旨
登
O
糞
（
一
〇
国
N
）

↓
・
鵠
・
男
8
岱
り
　
言
g
鳥
9
短
一
〇
〇
ぐ
鍵
賞
目
O
暑
ぎ
ご
昌
言
傷
望
暮
霧
（
一
ゆ
N
O
）

炉
・
ご
・
¢
ヌ
o
算
男
量
9
汀
O
O
桝
蜜
一
一
呂
9
℃
巴
＞
鳥
鼠
昌
齢
賃
慧
ざ
謬
（
一
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